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1. はじめに 

目の錯覚である錯視は人の視覚の特徴が極端

な形で現れており，視覚の本質をとらえやすいと

期待できる．錯視を研究することは人の視覚機能

を解明するのに有効な手段と考えられる．また，

錯視は人に与える影響力の大きさから多くの娯

楽商品や芸術作品に取り入れられてきた．本研究

では「トリックアート」と呼ばれる錯視を利用し，

特殊な視覚効果を与える絵画作品に注目した．ト

リックアートの中でも「静止画だが動いて見える

図形」に対象を絞り，支援ツール開発に必要な錯

視の仕組み・制作手法を調査・分析する．得られ

た知見を利用して，誰もが簡単に運動錯視効果を

与える作品を制作できるペイントツール開発を

試みた． 

 

2. 運動錯視効果を与える作品制作手法 

本研究では「最適化型フレーザー・ウィルコッ

クス錯視[1]」に注目した．最適化型フレーザー・

ウィルコックス錯視は，視野周辺部で鮮明な運動

錯視が確認されている錯視であり，簡単な基本パ

ターン(図 1) から構成される．基本パターンには

いくつかの種類があるが，基本は黒色から濃灰色，

白色から薄灰色の方向に錯視が発生する．図 1 の

ような黒，濃灰色，白，薄灰色の基本パターンを

本研究では錯視輝度パターンと呼ぶ．最適化型フ

レーザー・ウィルコックス錯視を利用した作品制

作手法にSelf-Animating Images[2]がある．Self

-Animating Imagesはユーザが選択した画像に

対して全自動で錯視輝度パターンを並べる．これ

により運動錯視効果を与える作品(図 2)を生成す

る．この手法は既存の絵画作品を変換して作成し

ており，作品を制作することに制限がある．本研

究では，ペイントツールとして実装することでユ

ーザが自由に作品を制作できることを目指した． 

 

 

 

 

 

 

3. 運動錯視効果を強める条件 

Ming-Te Chi らの報告[2]から錯視効果を強め

る条件は以下のように考えられる． 

1. 錯視輝度パターンを補色で着色する(図 3)． 

2. 運動錯視が発生する方向が違う錯視輝度パタ

ーンを組み合わせる(図 4)． 

これに加えて， 著者らが提案した手法[3]から

以下の条件も考えられる． 

3. 錯視輝度パターン一つの大きさが，視野角約

2°に収まると運動錯視が発生する． 

4. 複雑な形でない限り形状による制約はほと

んどない． 

図 1 錯視輝度パターン 矢印の方向に運動錯視が発生 

 

図 2 Self-Animating Images で生成された作品 
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図 3 補色による錯視輝度パターンの着色 

 

  

 

 

図 4 錯視輝度パターンの組み合わせ 

 

4. 錯視輝度パターンの着色 

錯視輝度パターンの着色を L*a*b*表色系を用

いて行った．L*値は{黒=0，濃灰=25，白=100，

薄灰=75}と

した．a*b*

値を用いて

濃灰/薄灰の

部分が補色

の関係にな

るように着

色する． 

 

 

5. 運動錯視図形の制作 

本手法ではブラシストロークに沿って錯視輝

度パターンを並べる．ユーザが描くブラシストロ

ークに対して法線ベクトル上に錯視輝度パター

ンを配置する．これによりユーザが自由に運動錯

視図形を制作することができる． 

 

図 6 錯視輝度パターン配置処理 

6. ツール作成と評価 

今回実装したツールを使用して運動錯視図形

(図7)を作成した．任意の画像から錯視輝度パター

ンを生成し L*a*b*表色系を用いて着色をした．

ブラシストロークに沿って錯視輝度パターンが

並べられる．作成した図形から運動錯視効果を確

認できる．また，既存のツールと比較してユーザ

が自由に図形作成できる． 
 

 

図 7 作成したツールで生成した運動錯視図形 

 

7. おわりに 

本研究では「最適化型フレーザー・ウィルコッ

クス錯視」が発生する仕組みを利用して，運動錯

視効果を与える作品が制作できるペイントツー

ル開発を行った．既存研究では錯視効果を発生さ

せることに重点が置かれており，作品を制作する

ことに制限があった．ペイントツールとして実装

することでユーザが自由に作品を制作できる．今

後はツールとしての機能を充実させたい． 
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(a)1 方向のみ 

（錯視効果弱） 

(b)2 方向の組み合わせ

（錯視効果強） 

(b)補色で着色した画像 

（錯視効果強） 

（a）モノクロ画像 

(錯視効果弱) 

 

 

図 5  L*a*b*表色系を用いた着色 
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